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林内外積雪の性質と幼苗に及す影響

技 師 阿部富士夫

I緒 言

積等の一般理學的性質に封 しては、従楽艦 ・論ぜられたところである 

が、ﾡ雲の特殊景態と しての林内の積雪に到する研究は極めて微々たるも 

のがあ り、殊に林業の分野に於てはﾡ用上多々研究のﾡ地ある ものと考へ 

られる。特に本道に於ては積ﾡ期長く、降水量の約 40% は降雪に仰ぐ 

状態に して、雪と林業紙営は複ﾡなる利害開係を有す。

北に於て林内積管の特性に就きの一端を明らかに し、育林事業上参 

おのﾡに供せんとするを目的と し、昭和 15～16 年冬季間野桃試験林に 於 

て網査したる結果を此處に記述せんとす。尙同時に上川森林治水試驗所に 

於て も調益を途げたるを以て本稿中適時引せんとするものである。

今調査の概要を述ぶるに、林外調布箇所と して選定 したるは、益場第1 
試験岡地内に して、供試養苗 も同苛固の ものである。 の地ﾡか ら 約 

100m 隔 り た る樹齢 80 年内外、ﾡ閉度 0.9のとどま つ林に更に林内調布ﾡ 

所を選定 した。

昭和 16年 12 月ポからﾡ 16年 4 月触雪まで紡雪深及び表肝密度は毎 日 

Pit10 時に調査を行ひ、積雪層•り密度、沈降及び雪中幼一苗に就いては略 

10 日置き に、融雪時は特に'沈降狀態につも 3 口置ぎに夫々林内外に於て調 

在 を 爲 した が、；関先方法 に 就いては 更に 項 を 追う て ポ記す ることとナ。



II 積雪の常度

精雪の密度の問題は積雪の物理的性質に關係するところ多く、市要なる ・
研究主題と して従米各方面の上に載せられて來たが、我が林業上に於て 

も最も 關係深い問題 と して の る 度か ら お楽す る 必要あ る もの と 思はれ 

る。雪の密度は一定容積の雪の朮状を之と同題状の水の市室に比般した b 
のである。

(1) 積零各居の密度

・ や: H 油 堂 ク央

昭利15年12月べから略10日置きに 4 月出まで、野面から地画に玉 

る各脣の密度を羽花 した。卒器は山ﾡ 20em 深さ 10em の山価形の ものを 

供用 した。

12 月 中は積雪少 く 所定各府 の 囲別が困難のた め之 を 行略 し、1月以降調 

布の結果を表層(10em)、全府 (雪面から地面まで)及び下ﾡ (地上 10cm) 
にﾡ別し、第1表及び第1ﾡA,B, Cに示した。

第1表: 表府、全ﾡ、下ﾡ密度 gr/cma
・ 査|
月 日

本
*...
外 林

こ。......事*A.........
内___

表 ア 
省足_ 容慶

下ア7
査 座 1 秋雪深 (C! ﾡ 府

-省区
茶 層
密 座

下 ﾡ 
商座

秋雪深 (em2
1.6 0.030 0.146 0.228 5o 0.06s, 0.151 0.238 24
1.13 0.105 0.227 0.296 42 0.107 0.233 0.269 20
1.22 0.156 0.220 0.307 73 0.213 0.384 0.344 30
1.31 0.103, 0.248 0.350 s6 0.004. 0.275 0.363 45
9.14 0.104 0.274 0.374 109 0.177 0.275 0.366 50
2.25 0.105 0.312 0.382 172 0.173 0.281 0.32 60
3. 4 0.196 0.353 0.382 0.279 0.346 0.415 60
3.14 0.433 0.499 0.430 127 0.390 0.354 0.343 49
3.26 0.208 0.436 0.459 ns 0.441 0.432 0.438 30
4. 4 0.436 0.485 0.517 90 0.486 '0.436 0.437 30
4.14 0.509, 0.520 0.496 一 一



求府術度は新野の影響によ り不規則であるが、全府及び下層■に於ては酒 

増の状態に在 り、B凶I林内に於て 3 月中 旬以降表眉•密度が最 も大なるﾡ向 

を示したるは特殊現線にして、期明間中降用を見表面氷結したるによる。次 

にC四の林内外全府の新庭曲線を見るに2月中句まで林内大き く、以後林 

外奈座の方大な る現象を Rして ゐ る。其の年度の氣象狀態に もょるであら 

うが、従祉像せられた如く、林内密度は林外密度 よ り も小であらうとい 

ふ事は、時期に上 り一に確川來ないものと思はれる。・

(2) 新雪密度の比較

1月以降毎日午前10時に山径10cm、深さ 5cniの閲f形の新器を以て炎 

F客度を測定 したるを以て、のhから林内にかて 5em 以上降雪のあり た 

る 日 を選定 し、林內外の新雪密度と して比較を試みたのが第2表である。

第2表: 林内外新界の田度 gr/cm?

別 林 外 # 内
変 ﾡ 画 商 座 1 ﾡ 画

新 雰 0.074 c0.066～0.084) 0.044 (0.038-0.051)
新. aC吹"や 0.115 (0.114～0.117) 0.071 (0.064～0.086)

元來斯雪密度 と して上するに は、降’年 中又は降雪直後に測定 しなもの 

でなければならぬが、此の班測定上の相違がある。測定回数は 1 月中4回、 

2月中2回、合t 6 回の不均位であ り、又吹雪を伴なひたる時は密度 も異な 

るので、吹雪を伴なひたる新告と して2月中3回の調結果を抑上した。

何れも林内に於てﾡかに小であることが知れる。

(3) 新車の時間的變化

ﾡ答は1 日中時間的に如何なる變化をなナゃ、之に就さ明らかにせんが 

ため、昭和15年1 月 13～14日上川にかて調布を行つた。調布の方法は降 

当前雪而上に板を敷き、共の上に降褚つた券の密度、深さの變化を調査 

した も ので、特に無風狀態の も のを選定 した。降雪は 12日の22時10分 

から始り13 日の6時50分に止んだ。13日 17時以後調在を休止し、14日 

6 時から再び調査を なしたも ので、共の調封果及び氣衆権況は第 3 表及 

び第2日 (13日分) の通りである。仙し第2脚2日日は初日と同様に付省 

略す。表中平均は夜間調査体止期置の平均値である。

とに依つて見るに、雪の深さはﾡ減し、新度はﾡし、量は総始不製 

である。

1 4 日
-----

那
ご 均 二

Gh 7h 8h 9h 10h 11h 12h 13h | 14h 15h 10h
4.2 4.2 4.1 4.1 40 4.0 3.9 as 3.8 3.8 3.8

s8 ss 8S 88 88 88 s8 ss 88
0.067 0.067 0.068 0.068 0.070 0.070 0.072 0.072 0.074 0.074 0.074

(1.9) 35 1.4 26 24 41 i 。 っ。 2.4
(-15.3) -14.6 -1 5.。 -13.。 -11.。 -10.。 -8.8 -7 s -S.6 -0.。 -11.5

co 0 ) 25.2 46.8 57.6 64.S 6S.4 43.2 30.6 18.0
(8o 84 s3 83 78 70, 64 65』 54 61 65l 71
cの 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 0.90



1月 (13日)

m気:の不變であることは、Jit 
の程度の氣像狀態では、天に 

感應 + る程の融解 も 森ﾡ も起ら 

なかつたととを示す。従つて深 

さの低下は、風力が少いゆゑ 日 

と して積雪の自によるものと 

考へられろ。

次 に 各種氣象因子 の關係 を考 

察するに、第2回によ り風力、 

日射、ﾡ度、日照時数等は其の 

作用弱 なるを思はしめ、只氣

過のみは新度と正閲係、深さの避減と逆關係を表示 してゐる。日射述はロ

ビッチ式日 射計、日照は ジョルグンの日順計により 測定 した。

(4) 表層積雪の笑化と氣象要素の開係

A 一日中の變化

相當の新里 を 見たる豎日、或は 2 日 日の時天無風状態の 日 を選び、10時、 

13 時、16 時の 3 回に T り 林内外に於て積雪深及び表ﾡ 6cm の密度の變化 

を調布し、最も關係深 しと者へられる氣温と 日4量との柳関関係を例し 

た。調在月 日は1月 中 16,18, 19, 23 の 4 日出］、2 月 中 4,9,11,12,17,20 の 

6 日N、a計10 日Iに して、之等調査時の秋券深の低下及び密度の増加 と 夫 

夫氣温、日4とのﾡﾡ係を出したるﾡ果は第4表である。又 10 ロ 

間の術不均位を出 し林內外の比較 を 比 したものを第6表に示す。

第4表: ﾡ霊深低下及び密度の増加と氣象要素の相開係敷

別
ﾡ座のや加 ﾡ4ﾡﾡ下

ﾡ 二画工回町事二 ﾡ____ 退」 -日 ﾡ 亜一
林 外 +0439士0.122 +0.062士0.150 +0.728士0.071 +0.085士0.150
# 内 +0.376士0.145 +0.308士0.152 +0.416士0.140 +0.209士0.101

第5表: 各因子の平均価

和 別
書深 密 度
代.こ,ボそ。.た。う *.co,m 「日4せ CgT.Cal/Cm>

林外i 10～13
13～16

1.3
_______ 型

n014 _ヘ12 149
0.010)

•-- 1 , • 「
-3.5s 100

# 内
10.13
13～16

0.7
0.4

0.012
0.005

1 ・ -3.87
-2.81

11
6

氣東因子は雪而に近いほど大き く作用せられるが、秋野深の紙下は積 

府金間の作ルﾡ果であり、奈雌の増加はﾡm5cmの講結果である。相 

關係數の傾向 を 見る に、密度、税深何れ も 日 射:*: と は殆ど 關係 を 認め 

ることが出來ないが、知湿とは低大ながら多少のM係を認め、殊に積雪深 

の低下に於て然 りである。商i して 積雪深の低下策及び密度の増 加 策 は何 

れも林内はﾡ外に比し少いﾡ向を示す。 大に氣温の (+) の場合と (-) 

の場合を夫々3時間ﾡ量の不均価と してﾡ山するに姉6表の如く、条無退の 

00 以上の場合は 0°.以下の場合に比 し積の沈下 も、新度の加 もﾡかに 

多いことが知れる。両も林外は林内に比し多い。氣温が0°以下の場合は 

必ホしも混度に比例せす、氣温以外の口子が大きく作用するのであらう。

第6表 : 氣温の正員による差興

縄 別 気 温(C°) ﾡ野深低下 1 (Cm) ﾡ加量 (gr/em") 日射量 (gr. Cal/em^)
林 外

(+)3.44 1.9 0.017 118
(-)638 0.8 0.010 127

林 (11 (+)2.34 0.9 0.016 9
(-)5.24 04 0.006

B日 變 化

A と 同様の 目的を 以て 更に精雪の沈下及び表府 (5em) 新度の州加と氣 

象要素の關係を明らかにせんがため、毎日午前10 時林內外に於て調査を 

行つたものから、降ﾡ後無降ﾡ期間の日を摘し日ﾡ化の相ﾡ係につき



調を試みた。

該調に選定 した日は1月中15日、2月中8日、3 月 中 10 日間である。 

氣温、日ﾡとの相ﾡ陽係を第7表に、各調布因子の3術不均ﾡを第8表 

c変示す。

第7表: 積恐沈下及び田度の増加と氣ﾡ要素の相開係ﾡ

柳 別
ﾡ 皮の 分 加 ﾡ ・ 深 o«下

日 如 ﾡ a 画 一丁 a
林 外 +0.415士0.12S +0.286士0.142 +0.302士0.134 -0.040土0.154
林 内 +0.236士0.154 -0.045士0.163 +0.056士0.093 +0.1:38士0.161

第8表: 各因子の平均値

横雪深低下量.(em 寄度ﾡ加 (gr/Cm) て 通 月 9 共(gr・ C/em )
# 外 3.2 0.040 -4.40 372

内 1.0 0.024 -030 ______  ・

該炎に見る如くAと同校の結果そ得た。

新雪の時間的變化、積雪の 1 日中ﾡ化及び毎日ﾡ化に記述 したところを 

通寛するに、積雪の沈下及び密度の變化現象に對しては氣象要素中氣温と 

多少の平衡的關係を認め得るのみで、他は殆ど無關係に在るものの様であ 

る。但し風ﾡにﾡ して は此處に記述 し得ない。

(5) 表層積雪の月別平均密度

(3)及び(4)項に於て雪而の密度と氣象要素の關係に就いて能載した 

が、木項に於て月別平均の雪面密度と氣温、日射量の關係を檢討すること 

と した。

1月以來調在を行つた毎日午前10 時の表府 5cm の寄座を 月別に不均し、 

之に封し月別の不均氣温、不均1 日の日量をﾡ川したものを第9表に示 

す ・

第9表: 月別ﾡ面ﾡ度と氣ﾡ、日射量 ・

林 外 林 円

丁ﾡ ﾡ ga_g_ 1日射量 月別 省座 , 基 日 量
1 0.137 -5.42 24S 1 0.122 -6.99 9o* 0.141 -5.13 330 2 0.094 -5.16 94
3 0.214 -1.78 448 3 0.223 -1.83s s1
4 0.328 2.39 401 4 0.275 2.01 135
の幌係を林内外の別に岡示すれば第3ﾡの如 くで、大開直利の附近に 

貼が揃ふ。依つて及小自乘法により實驗式を決定すると次の如くになつた。 

仙し o は密度 gr/em'、t は不均条温 C°、S は不均1日の日 4派 gr. calorie/ 
cm= と す。

イハ/ド

林内<

p=0.262+0.02320 t0=-0.068+0.00072s
0=0.240+0.02067 t0=0.092+0.00141 s

上記の如く 月別の平均値を取ると、密度と氣温、日射の間に不衡的ﾡ 

係を現す。

林

外

第3V

—— 密度と妖込 
.  密と『ﾡ

(6) 降雨の密度に及す影響

本道に於てﾡ寒中降雨を見る こと は比較的稀な事に屬する を以て、之が

8 -



炎ﾡ5cm然度に如何に影するやを知らんがため、2月G 日(林外降水ﾡ 

7.5)、3 月 12 日 (4.4) 及び 月 9 日 (0.0)、10 日(8.5)、HU (6.5)、14日 

(1.9) に共々林内外に於て降間前のと比較調在を行つたﾡ果を姉 10表及 

び第4間に示した。

第10表 : 降雨後のﾡ度

外 林
～ 二- こ....:

内

函 物 画 画 函 ニニ
2 月 0.202 0.053 0.310 0.102
3 月 0.344 0.067 0.331 0.168
4 ル 0.429 0.130 0.318 0.076
T 均 0.345 0.089 0.28s 0.110

林内に於て 4 月14 ロは殆ど融雪 し測定不確實のため行略 した。調才H ・

第4岡 「用後府術度のﾡ化 数が少ため精果を云々 し難い 

が、降用のた め水分 を 加 し*  

度が大とな るは小我で、商も林 

内の方が し方が大 さ い様で あ 

る。4月9日林内の方加率の 

低いのは明述がﾡ端に 少かつた 

なであらう。2 月、3月の林内 

に於て加合の高 いのは 世 

に 保持 されて ゐた 号が需 又 は 当 

雪と して 用而 に 落下 したことに

起因すると考へられる。

• (7) 雪質と密度

質はﾡ術には十数和に分類せられるが、林業上の應用 的分類 と しては 

積野内部の變化過和を樹間し、乾雪、 、締雪、濡締雪、粗” ぢ、沌丁 

の程度が適常と思はれる。

ク冬李間田雪內部に就き野帽に於て調査を行った林內外別及び上川の平 

均値に、比較! のた め 山形縣新庄町積雪地方農村經濟調査所に於け ろ優往の 

開先結果を加へ第 11ﾡ及び第 5 □に 表示 した。

第11表 : 雪質によ る密度 gr'\cm'
ﾡ 別 普 所 別 新 ・

-----------------------------------
締 "

--- -—
a 核 ゞ

( L 川 — 0.222 0.241 0.331
林 外 野 製 0.074 0.327 0.403 0.500

1 新 庄 0.0? 0.29 0.37 05s
林 内 野 製 0.044 0.224 0.351 0.429

P幌に於ける林内外を比較す 

ろに、何れも林内の方小に、上 

川の方は更に少なる位を示し 

た。新庄の調査結果は機 して火 

をい数値を示してゐるが、林外 

"ﾡ所を比地較すると北方のほど 

做して値が小さ く、緯度の關係 

を炎すものと思はれる。

(8) 密度の垂直分布

短期川に除ﾡつた新ﾡはﾡﾡ 

の咽カに比例し深さと共に密度 

を増加ナるが、長期に互る御ﾡ 

はの内締にかて 日々の天候に 

影響 さ れ地解び細 が繰退 されて却々 単純 ではな い。然 し一般に深 さ と 共に 

ト.下しつつ も 次第に増大して行く ことはﾡ無いととろで、今冬干間約10日 

置 き林內外に於て連級調査の結果は季節によ り 一定の傾向 を冇つ も ののo如 

< ・ 依って初等 期(装 ； ﾡ)、域深積町期(黒 3月あ) 及び触雪峨野 踝) 

の 3 ﾡにW分を公 した。12 月 Hは税ﾡ松めて少く、ヌ3 月頃は両期に

—10 — 一Il-



路がり不fEのため除外しな。初雪期 3 回、秋雪期 4 同、團当期 3 mの用 

先数値を各層■に就を平均 したも のが菊 12 表で、密度の對數で表示 すると 

第6, 7の如く、ﾡは殆ど山線状をなす。

後つて log0=a+dxをﾡ定 し最小自唳法によ り 實驗式を求め次式 そ 

得た。但し。 はﾡ度 gr/cm',z は深さ cm と す。

傾斜する こと を示し、ﾡちﾡ面の氷結するが公で特殊な現象であり、凍結 

独解 しつつ雪層•の沈降 し行くとと は林内の特性であ り、之が雪中の幼花に 

及す影奪も亦自ら異なるべぎである。

第12表 :

初野期 log。 = log 0.1517+0.00467 z (10～50cm)
林外 秋雪期 log。 = log 0.1941+0.00335z (10～90cm)

• ﾡ雪期 log。 = log 0.4579+0.00051 z (10～60cm)
初雪期 log。 = log 0.1426+0.01408z (0～30cm)

林內 積雪期 log0= log 0.1605+0.00864x (0～60em)
限毋期 log。 = iog 0.4481+ log0.9970z (0～30cm)

林内外雪面下各層平均密度 gr/cm?
種 別 季簡別 5cm 15cm 25cm 35cm 45cm 55cm 65 85cm

I初雪期 -
林 外 慎場期 

融ﾡ期

I 初"期 0.150
林 内 秋雪期 0.181

融野期 |0.464

0.172
0.206
0.474
0.258
0.236
0.387

0.202
0.247
0.487

0.356 0.360
0.4710.48

0.315
0.2d 
0.263

林内外の密度 を 比較 する E 初雪期及び炎深積野期は各 と も 林内の方 大 

c、融券期は林外大である。

次に實驗式につ き 考楽ナ る に、a の値は直線の高 さを意味するを 以て、 

とに上 りて見るに林内外と も融雪期に進むほど直線が高く、@ち給雌金m 
が増大して行く を示してゐる。 xdの仙は山線の傾科を意映するを以て、 

之にて見るに林内外と も触雪期に進むほど數値が小であ り A?の少 

きを示し、@pち.上下のﾡﾡの差の次第に滅するを知る。而 して林內は林外 

に比 し數値が大で卽ち傾斜が急であ り、各ﾡのﾡ庭の遊の大な ることを知 

る。 に林内期性感式のdは負数を示してゐるが、之は直線が右側 I ﾡ?
-13-



第7以 林内密度乖优分布曲線

III 積書 深

ﾡ野深の製化と無象米の関係に就いてはeに記述 したが、植雪深に第 

隣するの他の事項に就き の締果 を 此處 に 記述せ ん とナ。

(1) 林內外積雪深の差異

林外ﾡ雪深は試験場ﾡ内に測定ﾡ所を改け、林内は此の地動から約500m 
隔りた る被閉慶約 0.8、樹齢約 80 年生、樹高5約 20m のとどま つ林内に3 崎

所の訓定崎所を設け、之を平均 して林内積”深と した。12 月降雪から 4月 

ﾡ野 まで毎日 午前 10 時1 回調 を 行 つた。此 の 中 か ら 林内外と も 積 や 科

の加 したる日 29 日分を摘 し前日と の差を求め、 の如く 林内の林外 

に対する増加の比及び樹冠保部率を 日行、月別に求め其の数紙を平均 して

算出 しなe 、

Ah: 1 日間の林外積雪深の加

・h: 1 日間の林内積書深の増加

ーー = ・ …… 林内の林外に到する積深加の

" =1-・ …… 秋雪樹就保留率 - の餘數)

次に林内外に就き前ﾡの如きﾡ方法に よ り 林内の林外に對す る積等深 

の比を求めた。

次 に調春表の 中 から 積野深の林内外 とも減少したる日45日分を摘 出 し 

夫 々前日と の途 を 求め、前記の如き出法に よ り 林内の林外にﾡする積ﾡ

第13表 : 林内ﾡ林外積消長の比

深減少の比を求めた。之と守を示したものが第 13式及び第8ﾡである。

12月I(2%) I 1 月
回

2 月 
(2

3 月 | (25) | 4 万 平均 
(2%)

杉
(%)

営加の 69.8 52.1 71.6 133.5 76.4 57
ﾡ2深の 比 59.4 56.4 71.9 74.9 192.7 77.1 58
積3減少 の比 64.S 93.6 03.5 134.9 45.6 80.3 61
ﾡﾡ樹ﾡ保留www m 30.2- • 47.9 98.4 45.0 -335 23.6 43

3月及び4月の候に於て委ス 

は雨のため樹冠上の雪が落下し 

林内の方造かにﾡ燃したる事あ 

り、又樹冠上の雪がNとなり 地 

上雪而に落下 し林外に しﾡか 

に著 しい降雨狀態 を呈 し深さの 

減少 したる事あ り。之等の特殊 

な現象のため著 し く大な る数価 

を現したる事あるい、 の不均 

値に於ては大差を認めず。此核 

のため 新潟ﾡ十 日 町に於ける樹

一I4-



総6+ 年、診削度 0.S の杉林と 到す る に消長の比はﾡめて代 く 一致す。杉 

林の方数値の小な る は、老期度は何れ も0お なる もと どま つはいや商的 

上ﾡ樹短な るに到し、杉は厚味 のある 岡錐形 の立體的冠形 を品するため、

に付する樹紙保和率の大なるに起因す。

年を通じての林内到林外のﾡ雪深の止は 77.16 そ示 してみるが、此の 

数位は林地にﾡ した降水ﾡ と 裸地降水派 と の比北を恋味す る も のではない。 

降水派に就いては向剛明する機合があるであらうが、林外に同ﾡに降つた 

野は積野深20%徐は一且樹ﾡ上に止るもﾡ風の時は雪と して落下 し、氣 

温の上界 した る時は席 と してﾡ下するを常と し、一方蒸ﾡを考ふるに林外 

に於て單一雪而から蒸發するに對 し、林内では地上雪面と樹冠上のW雪 

面を布するも、林内の明蒸破研の状態から林内外奴方に大なる途ﾡあると 

は 考へ ら れな いの で、ﾡ局多手降水量 と して は Engler 學派の 主 張 す る 如 

く 林内外の差は極めて僅少であると思はれる。

(2) 林内林相別積雪深の差異と融雪

林内林ﾡ別積雲深のﾡ興に就 い て は林業上些少 の問 明 と して 従死 ど ﾡ 

みられなかつたととろであるが、森林徴細氣像、或は森林治水試驗の分野 

に於ては硏究を要する問題であり、實際問題と して積ﾡの多少が幼の生

上大なる影響を及すことありとすれば、 必すしも"閑に附することは 

來ないであらう。

昭和16年3 月 6 日及び6 日 の兩日上川試姦林に於て;附布の結果は、不 

14 変に示す如 く 深斐樹林は 冬季葉無 き に拘 ら ナ孔ﾡ部に比 し 909%、針十葉樹

林下は平均68% を示し 第14表 : 林内ﾡﾡの逃異

てろる。野幌に於ける3 = 5 税 2 深 (m> 止 教
ハ・ロ し・ 日 ーイビに

對する平均 70% に比し 北 映 市
1.30 100

ﾡﾡ樹林下 1.17 90
上川の針葉林下の共は略

葉樹林下 0.88 68
同數を示してゐる。 ____:_____ --- -——- - ----

大にはの状況に 就き調の精果 を 記す る に、林内 に於て は針葉樹林下 

もさ ﾡ向を示す も 帆ﾡの方向が城 も大さ な地響を 及ナ こと明ら かで、 

上川に於け る調布のﾡ果南面ﾡも早く、次に西面は 11 日遅れ、東面及び北 

mは最も晩く更に9日の迎延を見た。ﾡ林外は西商と同日映ﾡナ。 大に野 

幌の不地林 に恥いて見るに、林外に し林内は G 日 の迎延 を 見た。

Iv 積雪の沈降 と 幼苗の雪中變化

幼苗の雪中 に 於け るﾡ化の状態 を明らかに し所謂尋再の經過程度を究明 

せんがため、之と關聯する之雲内部の沈降、密度の變化等に就いて も同時 

にﾡ在を行つた。

野中に於け る幼諾に到 して は科辟の沈降は直接的影響を 及 し、ﾡ度は間 

接的影響を 及すものと 考へ られる。

調在的所と して林外は第1試験間地内に選定し、供試幼の附近に於 

て積雪の調布を行つた。此の位証から約100m 隔りたるとどま つ林内に 於 

て も 何時に幼市及び積雪の調在を行つた。

秋雪•内部の沈降の推移 を知る 必か ら ﾡ常 日 数の間隔 を置さ、相の降 

雪量のあつた/日 券面に銀料、粉炭を交互に撤布 し 12 月末から 3 月初まで

第9四 林外積登ﾡ降曲統 S暦を作つな。3月中旬 

ﾡはﾡ時に、それ以後曲 

雪時は約3 日置きに積雪 

に縦斷面を作り、地上か 

ら爲さを檢する方法によ 

り 林內外に於て行つた。

9. 10岡はの権媛を 

示すものである。

12 月 28日に撤布した 

第 I 暦は林外は 2 月初、
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$10円 林内桃'Y沈緑曲線 林内は 2 月 木ﾡしたが、 

1 月 6 日撤布の第I府以 

下は殆ど4月融野時まで 

後存した。ﾡV府は間 

もなく触"し第W府と一 

致した。

祐雪の沈降に就いては

和々の原因が考へられるが、融解、森孫、秋雪 の自 朮等は 共の主因 で あ 

り、本側査の例では画地ア び林地の幼に到 しては地面に近い積野下府の 

ﾡﾡ、沈降、密度の増加等が直接の關係因子であり、税の中、上ﾡ市の 

それは間接的影ﾡをﾡすに過ごない。

積ﾡの沈ﾡに就いてはCに積野深の低下、林内外少の比に於ての一 

部を 記述 したが、 ﾡに於ては積ﾡ内部特に下府の沈降に就き少しく記載 

せんとす。

沈降の狀勢を見 る に林外は林内に比 し曲線が急で あ る事を特徴 と して の 

る。此の現象は言 までもなく 雪面 は勿淪地上近 く の下琳部 に 於て も 融雲 

が常に林外の方大なるによ る ものである。同株の調を上川に於て も行ひ 

略類似のﾡ果を得てみるが、12 月中句に作つた初府が4月幽管まで残す 

るの次況を呈し、各月と も沈降が極めて少く、殊に中府以下は2月中殆ど 

沈降を見なかつたといふ狀況を示 したが、野幌 と 上川 の氣象狀態の差異に

づ く ・著な現象 と言ふべさである。

林外に於て は破雪が直接上壊而 に接 して ゐる に 登 し、林内 にかては積野 

と土嬢面との間に地温を始るﾡ葉腐権ﾡが介在するこ と は最も大なる條件 

の殿であり、又林内の方氣温の低い こ と は精’耳の沈降狀態 を異に す る ル 

大の原因•である。

大に供試ﾡ木の修要に つ き 違ぶ る に、画地小 市は苗高 5em の 2 年生 と ど 

ま つtiに して固地に密生せる狀態に在 り、・地大市は とどまつの5 年生床 

神に して約15cm のlWに り、ﾡ7高5 17cm から 20cm、桜下高510cm 内 

外、市幹枝部の長さ 5em内外、枝張 り の山任 14em から 20cm の程圧であ 

る。林地天然ﾡは大小不済であるが、不均満を調益の精果、ﾡ高20cm内 

外、伐下高 7em、ﾡ部のさ 10cm、桜張 り のu径 25cm 内外の とどまつで 

ある。

1 月から毎月2回回究調布を行ひ、小ボに於ては葉の下降角座及びﾡ幹の 

Ai斜 /座を、大及 び天然苗 に 於て は 枝 の下降角度 及 び歯幹の傾科角 を 

ざ在 し、制花木の平均値に よ り 角度の増加の程度女以て雪中の變移を表示 

する方法を取つた。

正常拓木の葉又は枝部の苗幹とな す角度を 70° と 見て 向度の累加 して行 

く状態を第15表に、又變化の實狀を第 11 岡に示した。・地に於てはﾡ木 

の大小に抑らナ同株の耗ﾡを見るが、小諾は3月中ﾡに於て優にﾡ牛数は 

地面に接著し、3月木に至り全部地面に接著した。大諾は3月ボに一部地 

商iに接著するものあるも、4月初に殆ど全ﾡ地面に接著する状況を品した。

第15表: 苗木傾斜角度増加表 B:楽 S:幹 ・:枝

Mル-- 1.7
---------------

1.25 2.15 2.26
-----------------

3.15 3.27 4.5
, ..「加量 CB)B.25° 839 S.15 S.40 S.10

C40°> | c65°) I <100° |(1s| (165°)|(165°> |
② a.10° ・38 6.30 6.3o S.5 S.5
c659 | c75°) ( (125 | (155°)|(185°) | (190°) |co5°)

(s5)s38 S30 S10 S10 S.10 S5\らフ・Vノ らつ・ メノ 1 | I(65°) I (125° (155°) | (165°) (175°)(185°) <190)

天然に於て は桜部の ド降が特に 急激 であり且1月初から 苗幹の桜 め て 

不規則に屈山するものあるを た。第地大苗に於て弦幹の屈曲するは 2 月 
末初めて目擊せられたところで、之等の動が兩者の異なる所であり、養成 

iの頑大な る に討 し天’然 •苗•の著しく 織弱なる によ る も のであるが、何れに 

して も 幼尚の組織軟弱に して弾件に富むは驚 く べさものがある。向之につ 

いては上川に於ても同様の結果を得た。

大に地上20om 以下 の秋雪 の平均沈降量 及び密度 を 第 16変に 示した。
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利布時の沈降策 と 増加/度 を第12回に 示 し、又之等の累加曲線及 び調 先 

時の密度 曲線 を 第 13ぱに示した。

t木のな小に於ける謎化の實状をﾡるに、は じめ枝葉が下降し次に幹が 

傾斜 し始める順序となるが、枝葉の下降が或度まで進まぬ闇は枝葉と幹は 

不間が保たれて砕のM納は起らない。枝葉が或度まで下降すると幹枝の 

平衡が破れて黄幹が傾斜 し始めるこ ととなり、除伐の川に希接な格があ 

るので、i 12,13 岡に於ては幹枝の増加角度を夫々 累加 して表示する こ と 

と した。益は桜葉の微迷法正なるため幹の傾社が現れるにﾡし、天然 

花は枝葉の發達不法正なるため.幹の傾斜が早期に始る ことが特後である。

第13口 傾料角度累加曲線図、地上 28U 晔均隔度 曲線圏、地上20cmt降曲報口

小苗

天然
苗 バiM

第16炎1月7 日から 25日に玉る沈降ﾡ林内に於て者しく大なるは、林 

内は税4 24cm (#外50em) な る新雪のため急激な る北降を品 した特殊な 

現象の結果である,第 12 ﾡを見るに積ﾡの沈降量とﾡ木の差形数値とは 

特に初期に於て平従的關係に 在 り、之を第 13ぱの米加曲線に於て登順す
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る に 此の關係が一符明联 となるであらう。天然諾に於て 初期に者しく 刈炭 

の急増せる は前述の通 りである。

第16表 : 地上 20cm 以下平均沈際量及びﾡ度

- 万 日 
種別 --一

1.7 1.25 2.15 2.26 3.15 1 3a7 1 4.5

林外ド阳E
加)

4.5 6
(3.0) |(75)

0 2.0 4
(13.5)| (15.5)

5 5.2 1.5
(20.0)| (25.9) | (26.7)

ル「t 降 量
体内 1酬 あ

1C 
c5)

.0 0.
a15

う 1.
(12.の

0 6.
(13.0

0 4
(10.0

.0 2.0
(23.0) | (95.0

#外ﾡ 0.916 0.310 0.320 0.382 0.405 0.472 0.471
林内密度 0.238 0.319 0.370 0.315 0.329 0.429 0.361 1
次に第 11 岡 1月 25 ロ以降の調布岡に於て部闔 しなるは地上部の地省に 

よ る空河を示 したものであり、此の空洞の高さ は小用及び林地に於ては不 

定に して測定闲理であるが、レm地大拓の床面につき剝布の結果、1 月 25H 
に 於て空洞 の 高 さ 8em 乃 至 9em、2 月15 日 約 4em、2月26日 2em 乃 至 

3em そ示し、此tの高さの減少を第16炎の同期川の北降に到則し許前 

し得るととろである。

卽ち横雪下脣に相常の空洞を生じて も直に斷底と して沈降するものでは 

な く、新軍相互の横の連結が强いため全開 と して徐々に下降するこ と 明ら 

かである。

此の苗木の密生箇所に於け る等に よ る 空洞現象に时 して、mikroklima 
の始流と して行名なGciger氏の飛告がある。第 14団はの原関である。

同氏の說明の概略を記するに、回中Aはﾡ物最上部が透過日ﾡのため 0 
雌以上に温められ上部雪ﾡの幽解するを示 し、 の勝けた水分府が夜に加 

り、薄い氷皮が作られるが、此の氷皮は翌口秋雪以上に良く陽光を透すた 

め氷皮の下方が速に深く 融ける樣にな る (B)。 氷皮は植物と は接ﾡせナ光 

線を良く 透す樣に保たれる。期く して松物は空際に立つ様になりく水盤 

に被はれ氷皮は徐々に蒸發 し碎けて消失する (C)。此の現像を特に"Aus 
aperm"と納してゐる。
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印ち日射の透過に よ り植物置は0度以上に温められるため附近の行は融 

けると設明 してわる。ﾡ野期に立木のﾡ元が環状に曲け るのも 北の理に外 

ならない。

第14 Gciger氏原団 Ausapern"

一般に 秋野はな中 のﾡ物に登 して 保護作用を 営んでゐる と 思はれる點が 

ﾡる多い。第一に外部に比 し雪は温座のﾡ化が少 く 暖い ことから温度變 

化のた め植物 を 劇破 しない。又寒風か ら 防ぎ 日射 を 遮る 等保護作用は 少く 

ない。それゆゑ に唯一の害作用 と して考へられるのは積雪の沈降のためﾡ 

折れ は砕部の折損、※地面にﾡせ られるた め葉が土 まみれになる等のﾡ 

が舉げられるが、とどまつに於ては区述の如くﾡ力がﾡく幹桜の折損は無 

く、唯葉に土粒の寄著するととが行ﾡ作用と思はれる。併しとどまつは之 

にﾡしては意外にﾡく、寧ろえぞまつにかての種の被害の多きを見る。 

介回回 もえぞまつの5 年生につき時折ﾡ楽 したが、.大小に拘 ら ナ殆ど全部

は土粒による被害を受けてゐる。中には葉の恢復が著しく迎れ又枯死する 

ものも見受けられる ところで、殊にえぞまつの播都苗に対して は床面 に薬、 

叔、落葉等 を 充分厚 く 撤布 しLの被寄か ら発れると と は絶對的に必要で あ 

る と思はれ る。林地に於ては落葉に接 し直接地面に觸れないため此の被害 

は免れてゐる。

それゆるに上記の被害さへ防止し得れば、雪はﾡじて数果をﾡナとと と 

なる理である。

大に木のﾡ復の状況をﾡるに、"に被ﾡせられて地面に接著 しつつあ 

つた苗木は、独雪と共に2,3日以内に殆ど原状に立ﾡり、葉に附苦した土 

位はの後の降用に依つて洗ひ去られるとと となるのである。
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V結 首

積雪の性質は共の年度の氣象状態に ょ り常に多少の相特徴ある ことの 

諭であるが、林内外の比較と しては 1 冬季間の調先を 以てする も何等逃支 

がないであらう。詳細は優に記述したが共の主災当を要言すること と ナ。

一槪に林内密度は林外よ り低いであらうと想像されてゐたが、必すしも 

左樣的玳には片附けられない。積雪の深さにもよるであらうし天候の狀態 

に も よる ことであるが、今回調の結果は全府と しては、冬季前半期 に は 

林内大で後半期に林内の龙小となつた。新雪の密度は林內に於て著しく小 

である。

次に積雪の沈降及び衣層密度と氣象要素の關係につき調査の結果は、林 

内外と もこれぞといふ顯著な關係因子は見當らないが、氣温と多少の関係 

を認め るとと が山ポる。ﾡて新潟ﾡで調在の結果 も 同様の結論に達 してみ 

る。但し月別に不均を取つて見ると林内外とも氣温、日射と著しく平衡的 

關係を示すが、之は氣ﾡ楽の直接の影響の描果とは断言出楽ない。

ﾡ度のﾡ山分布に於ては林内は林外に比し各ﾡのﾡﾡの遊が大きい。特 

に触雪期には林内に於て上部が水納 したため特殊な分布狀態を呈 した。

一冬季を通じてとどまつ林内の林外に封する積"深のは 77% を示し、 

ホ’y の樹冠保留率は 24% を示 した。

ﾡﾡの沈降は林内は林外に比 し小さい。

中に於け るとどま つ幼苗の形態の推移は間雪の沈降密度の増加に伴な 

ひ林内外と も略同一の過程を 見る が、林地はﾡめて不規則に屈曲 し惨 

狀を呈してゐる。併し落葉府の存するため葉部に土粒の被害を見ること無 

く 目. 強力弼いため折損等も殆ど見當らず、雪寄と言ふべさ ものは認められ 

ない。然るに林外に於ては土粒によ る葉部の被害が多く、殊にえぞまつに 

於ては大満と巣も被ﾡに種の差はあるが殆ど全部に&ぶ映態であり、集 

約的事業の實行を期するに於ては播種床のみならず床挣苗に封 しても切 

※、級扱、※葉"をルく撤布し被害を紅改するを要すること言よ逢いな 

い。人工的に秋雪の沈降を防ぐが如きは必ずしも不可能には非ざるも、相 

常の経費を要する ことであり 且売全な る手段は困難で、賢明な る筆とは考 

へられない。秋雪は雪中の幼苗に的して保護作用が極めて大なるを以て、 

上記の防除法 さ へ充分に講ずる に於て は積雪は寧ろ益作用のみ となるであ 

らう。 -
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